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条　
　
　

例

○
山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

	

二

　

す
る
条
例

○
山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

二

○
山
梨
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

三

○
山
梨
県
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

	

四

　

正
す
る
条
例

○
山
梨
県
職
業
訓
練
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

四

　
　
　
　
　
　

条
例
の
あ
ら
ま
し

○���　

山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
条
例
第
三
十
七
号
）
（
情
報
政
策
課
）

1
�　

県
民
の
利
便
性
の
向
上
及
び
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
法
定
利
用
事
務
以
外
の
事
務
に

次
の
事
務
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

㈠　

山
梨
県
公
立
高
等
学
校
専
攻
科
修
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務

　

㈡　

私
立
高
等
学
校
等
専
攻
科
奨
学
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務

　

㈢　

国
公
立
高
等
学
校
等
専
攻
科
奨
学
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務

2　

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○　

山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
十
八
号
）
（
税
務
課
）

1
�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
次
の

改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

㈠�　

別
に
定
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
等
し
た
主
催
者
に
対
す
る
払
戻
請
求
権
を
放
棄
し
た
者
に
つ
い

て
、
個
人
県
民
税
の
寄
附
金
控
除
を
適
用
す
る
。

　

㈡�　

住
宅
ロ
ー
ン
を
借
り
て
取
得
し
た
住
宅
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
令
和
二

年
十
二
月
末
ま
で
に
入
居
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
一
定
の
期
日
ま
で
に
住
宅
の
取
得
に
係
る

契
約
を
行
い
、
令
和
三
年
十
二
月
末
ま
で
に
入
居
す
れ
ば
令
和
三
年
分
以
後
の
個
人
住
民
税
に
つ

い
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
適
用
す
る
。

　

㈢�　

自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
税
率
を
一
％
分
軽
減
す
る
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
六
月
延
長
し
、

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
取
得
し
た
も
の
を
対
象
と
す
る
。

2
�　

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
1
㈢
に
つ
い
て

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○　

山
梨
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
十
九
号
）
（
税
務
課
）

1
�　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
次
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

㈠　

個
人
県
民
税
に
お
け
る
控
除
の
見
直
し

　
　

⑴　

未
婚
の
ひ
と
り
親
に
寡
婦
（
夫
）
控
除
を
適
用
す
る
。

　
　

⑵　

寡
婦
（
夫
）
控
除
に
つ
い
て
、

　
　
　

ア�　

寡
婦
に
寡
夫
と
同
等
の
所
得
制
限
（
所
得
五
百
万
円
（
年
収
六
百
七
十
八
万
円
）
）
を
設

け
る
。

　
　
　

イ�　

住
民
票
の
続
柄
に
「
夫
（
未
届
）
」
「
妻
（
未
届
）
」
等
の
記
載
が
あ
る
者
を
対
象
外
と

す
る
。

　
　
　

ウ�　

子
が
い
る
寡
夫
の
控
除
額
を
子
が
い
る
寡
婦
と
同
額
（
所
得
税
に
つ
き
三
十
五
万
円
、
個

人
住
民
税
に
つ
き
三
十
万
円
）
に
す
る
。

　

㈡�　

軽
量
な
葉
巻
た
ば
こ
の
課
税
標
準
に
つ
い
て
、
令
和
二
年
十
月
一
日
以
降
段
階
的
に
葉
巻
た
ば

こ
一
本
を
紙
巻
た
ば
こ
一
本
に
換
算
す
る
方
式
に
見
直
す
。

　

㈢　

法
人
県
民
税
及
び
法
人
事
業
税
の
納
期
限
の
延
長
に
係
る
延
滞
金
の
割
合
を
引
き
下
げ
る
。

　

㈣�　

収
益
事
業
か
ら
生
じ
た
所
得
以
外
の
所
得
に
つ
い
て
非
課
税
と
す
る
公
益
法
人
等
と
み
な
す
法

人
に
、
敷
地
分
割
組
合
を
追
加
す
る
。

2
�　

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
1
㈡
に
つ
い
て
は

令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
、
1
㈣
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る

法
律
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○�　

山
梨
県
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
条
例
第
四
十
号
）
（
税
務
課
）

1
�　

地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
六
の
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
対
象
と

な
る
施
設
整
備
計
画
の
認
定
期
限
を
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

2
�　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

○　

山
梨
県
職
業
訓
練
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
一

　

号
）
（
産
業
人
材
育
成
課
）

1
�　

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
職
業
訓
練
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
次
の

改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
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梨
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�

　

㈠�　

専
門
課
程
に
お
け
る
訓
練
の
実
施
方
法
と
し
て
、
通
信
の
方
法
に
よ
っ
て
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
旨
規
定
す
る
。

　

㈡�　

専
門
課
程
以
外
の
課
程
に
お
い
て
通
信
の
方
法
に
よ
り
訓
練
を
行
う
場
合
の
指
導
方
法
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

2
�　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
二
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
　
　
　
　
　

条　
　
　

例

　

山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

山
梨
県
条
例
第
三
十
七
号

　
　
　

�

山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
山
梨
県
条

例
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
中
九
の
項
を
十
の
項
と
し
、
五
の
項
か
ら
八
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
四

の
項
中
「
六
の
項
及
び
七
の
項
」
を
「
七
の
項
及
び
八
の
項
」
に
、
「
五
の
項
か
ら
九
の
項
ま
で
」
を

「
六
の
項
か
ら
十
の
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
五
の
項
と
し
、
同
表
三
の
項
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

四　

教
育
委
員
会

高
等
学
校
（
私
立
の
も
の
を
除
く
。
）
の
専
攻
科
の
授
業
料
に
係
る
支

援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

　

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十
一　

知
事

高
等
学
校
で
あ
っ
て
私
立
の
も
の
の
専
攻
科
及
び
中
等
教
育
学
校
で
あ

っ
て
私
立
の
も
の
の
後
期
課
程
の
専
攻
科
に
お
け
る
奨
学
の
た
め
の
給

付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
規
則
で
定
め
る
も
の

十
二　

教
育
委
員
会

高
等
学
校
（
私
立
の
も
の
を
除
く
。
）
の
専
攻
科
及
び
中
等
教
育
学
校

（
私
立
の
も
の
を
除
く
。
）
の
後
期
課
程
の
専
攻
科
に
お
け
る
奨
学
の

た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

山
梨
県
条
例
第
三
十
八
号

　
　
　

山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

山
梨
県
県
税
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
条
例
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
十
二
条
の
五
第
二
項
中
「
令
和
二
年
九
月
三
十
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。

　

附
則
第
十
二
条
の
二
十
四
を
附
則
第
十
二
条
の
二
十
六
と
し
、
附
則
第
十
二
条
の
二
十
三
の
次
に
次

の
二
条
を
加
え
る
。　

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
）

第�

十
二
条
の
二
十
四　

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影

響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
五

号
。
次
条
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
四
項
に
規

定
す
る
指
定
行
事
の
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
止
等
に
よ
り
生
じ
た
同
項
に
規
定
す
る
入
場
料
金

等
払
戻
請
求
権
（
次
項
に
お
い
て
「
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
」
と
い
う
。
）
の
全
部
又
は
一
部
の

放
棄
の
う
ち
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
知
事
が
指
定
す
る
も
の
（
同
項
に
お
い

て
「
県
払
戻
請
求
権
放
棄
」
と
い
う
。
）
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
期
間
（
次
項
に
お
い
て

「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
し
た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
が
そ
の
放
棄
を
し
た
日
の
属

す
る
年
中
に
県
放
棄
払
戻
請
求
権
相
当
額
の
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
を

支
出
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
県
民
税
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

2
�　

前
項
に
規
定
す
る
県
放
棄
払
戻
請
求
権
相
当
額
と
は
、
同
項
の
納
税
義
務
者
が
そ
の
年
の
指
定
期

間
内
に
お
い
て
県
払
戻
請
求
権
放
棄
を
し
た
部
分
の
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
の
価
額
に
相
当
す
る

金
額
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
の
額
及
び
そ
の
放
棄
を
し
た
者
に
特
別
の

利
益
が
及
ぶ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
金
額
を
除
く
。
）
の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超

え
る
場
合
に
は
、
二
十
万
円
）
を
い
う
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
特
例
）

第�

十
二
条
の
二
十
五　

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ



山
梨
県
公
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第
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十
五
号　
　

令
和
二
年
七
月
十
七
日

�

イ
ル
ス
感
染
症
特
例
法
第
六
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
附
則
第
六
条
の
二

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
十
五
年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
和
十
六
年

度
」
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

第�

一
条　

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
十
二
条
の
五
第
二

項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
個
人
の
県
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
に
関
す
る
経

過
措
置
）

第�

二
条　

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す

る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
五
条
第

四
項
に
規
定
す
る
指
定
行
事
の
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
止
等
に
よ
り
生
じ
た
同
項
に
規
定
す
る

入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
」
と
い
う
。
）
の

行
使
を
令
和
二
年
二
月
一
日
か
ら
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
二
年
政
令
第

百
六
十
一
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
定
め
る
日
ま
で
の
間
に
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
入
場
料

金
等
払
戻
請
求
権
の
行
使
に
よ
る
払
戻
し
を
し
た
者
に
対
し
て
同
条
第
二
項
に
定
め
る
期
間
内
に
当

該
払
戻
し
を
受
け
た
金
額
以
下
の
金
額
の
寄
附
金
の
支
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
寄
附
金
の
支
出
を

入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
の
全
部
又
は
一
部
の
放
棄
と
、
当
該
支
出
を
し
た
寄
附
金
の
額
を
当
該
放

棄
を
し
た
部
分
の
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
の
価
額
と
み
な
し
て
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
附

則
第
十
二
条
の
二
十
四
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
梨
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

山
梨
県
条
例
第
三
十
九
号

　
　
　

山
梨
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

一
条　

山
梨
県
県
税
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
条
例
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　
　

第
二
十
条
中
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
額
」
を
「
寡
婦
控
除
額
、
ひ
と
り
親
控
除
額
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
二
十
二
条
第
一
号
イ
の
表
⑶
の
項
中
「
寡
夫
」
を
「
ひ
と
り
親
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改

め
、
「
（
⑷
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
表
⑷
の
項
中
「
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十

一
号
に
規
定
す
る
寡
婦
の
う
ち
同
号
イ
に
該
当
す
る
者
で
、
扶
養
親
族
で
あ
る
子
を
有
し
、
か
つ
、

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
五
百
万
円
以
下
」
を
「
ひ
と
り
親
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
る
。

　
　

第
六
十
七
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
　

�　

た
だ
し
、
一
本
当
た
り
の
重
量
が
〇
・
七
グ
ラ
ム
未
満
の
葉
巻
た
ば
こ
の
本
数
の
算
定
に
つ

い
て
は
、
当
該
葉
巻
た
ば
こ
の
一
本
を
も
つ
て
紙
巻
た
ば
こ
の
〇
・
七
本
に
換
算
す
る
も
の
と
す

る
。

　

�　

附
則
第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
特
例
基
準
割
合
（
当
該
年
の
前
年
に
」
を
「
延
滞
金
特
例
基
準
割

合
（
平
均
貸
付
割
合
（
」
に
、
「
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
割
合
」
を
「
に
規
定
す
る
平
均
貸

付
割
合
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
、
「
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
第
三
項
に
お

い
て
同
じ
」
に
改
め
、
「
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
例
基
準
割
合
適
用
年
」
と
い

う
。
）
」
を
削
り
、
「
当
該
特
例
基
準
割
合
適
用
年
」
を
「
そ
の
年
」
に
、
「
特
例
基
準
割
合
に
」

を
「
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
特
例
基
準
割
合
適
用
年
中
」
を
「
各

年
の
平
均
貸
付
割
合
に
年
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
加
算
し
た
割
合
が
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

の
割
合
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
年
中
」
に
、
「
当
該
特
例
基
準
割
合
適
用
年
」
を
「
そ
の

年
」
に
、
「
特
例
基
準
割
合
と
」
を
「
当
該
加
算
し
た
割
合
と
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二

項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

　

3
�　

前
二
項
の
い
ず
れ
か
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
延
滞
金
の
額
の
計
算
に
お
い
て
、

前
二
項
に
規
定
す
る
加
算
し
た
割
合
（
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
を
除
く
。
）
が
年
〇
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
未
満
の
割
合
で
あ
る
と
き
は
年
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
と
す
る
。

第
二
条　

山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
十
六
条
第
四
項
中
「
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
」
を
「
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合

及
び
敷
地
分
割
組
合
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
三
十
条
第
二
項
中
「
、
同
項
第
二
号
の
連
結
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
六
月
の
期
間
若
し
く
は

同
項
第
三
号
の
連
結
法
人
税
額
の
課
税
標
準
の
算
定
期
間
又
は
同
項
第
四
号
」
を
「
若
し
く
は
同
項

第
二
号
の
期
間
又
は
同
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削
る
。

　
�　

第
三
十
一
条
中
「
第
四
項
、
第
十
九
項
又
は
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
」
を
「
第
三
十

一
項
又
は
第
三
十
三
項
か
ら
第
三
十
五
項
ま
で
」
に
、
「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
る
。

　
�　

第
六
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
〇
・
七
グ
ラ
ム
」
を
「
一
グ
ラ
ム
」
に
、
「
〇
・
七
本
」
を

「
一
本
」
に
改
め
る
。

　

�　

附
則
第
三
条
の
二
第
二
項
及
び
附
則
第
十
二
条
の
九
中
「
及
び
第
四
項
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に

改
め
る
。

（
山
梨
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

三
条　

山
梨
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
三
十
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
三
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
中
「
、
寡
夫
又
は



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
三
十
五
号　
　

令
和
二
年
七
月
十
七
日

�

単
身
児
童
扶
養
者
」
を
「
又
は
ひ
と
り
親
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

第�

一
条　

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

一　

第
三
条
の
規
定　

公
布
の
日

　

二�　

第
一
条
中
山
梨
県
県
税
条
例
第
六
十
七
条
第
二
項
に
た
だ
し
書
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
附
則

第
五
条
の
規
定　

令
和
二
年
十
月
一
日

　

三�　

第
二
条
中
山
梨
県
県
税
条
例
第
六
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
六
条
の

規
定　

令
和
三
年
十
月
一
日

　

四�　

第
二
条
の
規
定
（
前
号
及
び
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定

　

令
和
四
年
四
月
一
日

　

五�　

第
二
条
中
山
梨
県
県
税
条
例
第
十
六
条
第
四
項
の
改
正
規
定　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化

の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
の
施
行
の
日

（
延
滞
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第�

二
条　

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
県
税
条
例
（
次
条
か
ら
附
則
第
四
条
ま
で
に
お
い

て
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の

施
行
の
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
延
滞
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
対
応
す
る
延
滞

金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第�

三
条　

新
条
例
の
規
定
中
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
令
和
三
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人

の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
二
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

（
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第�

四
条　

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

山
梨
県
県
税
条
例
の
規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
）

第
三
条
の
規
定
（
同
法
附
則
第
一
条
第
五
項
ロ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
前
の

法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
十
二
号
の
七
に
規
定
す
る
連
結
子
法
人

（
次
項
に
お
い
て
「
連
結
子
法
人
」
と
い
う
。
）
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
（
同
法
第
十
五
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
同
日
前
に
開
始

し
た
事
業
年
度
を
除
く
。
）
に
係
る
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

2
�　

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
開
始

し
た
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
含

む
。
）
に
係
る
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
県
税

条
例
の
規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
県
た
ば
こ
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第�

五
条　

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
課
し
た
、
又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た

葉
巻
た
ば
こ
に
係
る
県
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第�

六
条　

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
課
し
た
、
又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た

葉
巻
た
ば
こ
に
係
る
県
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　

山
梨
県
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

山
梨
県
条
例
第
四
十
号

　
　
　

�

山
梨
県
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

山
梨
県
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
八
年
山
梨
県

条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
中
「
第
十
条
第
八
項
第
五
号
」
を
「
第
十
条
第
七
項
第
六
号
」
に
、
「
第
四
十
二
条
の
四
第

八
項
第
六
号
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
七
号
」
に
、
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
五
号
」

を
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
地
方
活
力
向
上
地
域

に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

山
梨
県
職
業
訓
練
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

山
梨
県
条
例
第
四
十
一
号

 　
　
　

山
梨
県
職
業
訓
練
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

山
梨
県
職
業
訓
練
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
山
梨
県
条
例
第
七
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
三
十
五
号　
　

令
和
二
年
七
月
十
七
日

�

　

第
四
条
第
三
号
中
「
添
削
指
導
及
び
面
接
指
導
」
を
「
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接

指
導
又
は
そ
の
両
方
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
第
三
号
中
「
添
削
指
導
を
行
う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
面
接
指
導
」
を
「
、
必
要
に
応
じ
て

添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の
両
方
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三�　

訓
練
の
実
施
方
法　

通
信
の
方
法
に
よ
っ
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
は
、

適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の
両

方
を
行
う
こ
と
。

　

第
七
条
第
三
号
中
「
添
削
指
導
を
行
う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
面
接
指
導
」
を
「
、
必
要
に
応
じ
て

添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の
両
方
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
職
業
訓
練
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
規
定
は
、
令
和
二
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
適
用
す
る
。
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